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●
学
校
存
続
の
た
め
始
ま
っ
た
山
海
留
学

「
十と

島し
ま

村む
ら

山
海
留
学
制
度
」
は
、
平
成
三
年
か
ら
島
の
方
々
の
家
に

子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
「
里
親
制
度
」
に
よ
り
、
各

島
の
学
校
存
続
に
向
け
た
対
策
の
一
つ
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

募
集
に
あ
た
っ
て
は
、
留
学
生
本
人
お
よ
び
保
護
者
に
山
海
留
学

を
希
望
す
る
理
由
な
ど
を
記
載
す
る
「
山
海
留
学
希
望
調
書
」
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
も
と
に
手
続
き
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
里
親
履
歴
書
」
と
い
う
受
け
入
れ
に
関
す
る
事
前
調
書
も

あ
り
、
こ
の
二
つ
の
調
書
を
も
と
に
里
親
さ
ん
と
の
調
整
を
図
り
ま

す
。
そ
の
後
、
里
親
さ
ん
と
の
事
前
面
談
、
留
学
先
と
な
る
島
の
下

見
な
ど
を
経
て
、
実
際
の
留
学
が
始
ま
り
ま
す
。

●
各
島
の
実
態
に
合
わ
せ
た
山
海
留
学
制
度
の
実
現
を

　

山
海
留
学
の
運
営
は
、
教
育
委
員
会
、
保
護
者
、
学
校
が
密
に
連
携

を
と
り
、
留
学
生
の
生
活
状
況
の
把
握
な
ど
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
や
里
親
さ
ん
に
対
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
一
回
、
山
海
留
学
関
係
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

山
海
留
学
制
度
に
関
す
る
課
題
や
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
係
る
問
題

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
同
制
度
を
よ
り
良
く
し
て
い
く

取
り
組
み
と
し
て
、
各
島
内
で
山
海
留
学
生
の
支
援
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、島
の
実
態
に
合
わ
せ
た
山
海
留
学
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
村
の
学
校
全
体
で
行
う
特
色
の
あ
る
行
事

　

十
島
村
独
自
の
学
校
行
事
の
一
つ
に
、
村
内
の
学
校
が
連
合
で
行

吐噶喇列島

鹿児島

口之島
中之島
諏訪之瀬島平島

悪石島
小宝島宝島
至 名瀬

50km

十島村：屋久島と奄美大島の間に点
在する有人7島、無人5島の12の島々
で構成され、南北約160kmにおよぶ

「日本一長い村」。民俗的には、琉球文
化と大和文化の接点と言われ、今なお
独自の祭事・郷土芸能などが受け継
がれている。

島
内
外
が
連
携
し
て
支
え
る
山
海
留
学
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う
修
学
旅
行
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
修
学
旅
行
は
、
学
校
単
位
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
村
の
連
合
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、

各
学
校
が
各
島
に
点
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
島
は
違
え
ど
十
島

村
の
小
・
中
学
校
だ
と
い
う
意
識
や
、
そ
こ
に
通
う
児
童
・
生
徒
は
、

み
ん
な
十
島
村
の
一
員
だ
と
い
う
思
い
を
、
各
島
の
子
ど
も
た
ち
に

持
た
せ
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
小
・
中
学
校
を
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
つ
な
ぐ

合
同
授
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
月
の
「
土
曜
授
業
」
の
際
に
は
、

「
ト
カ
ラ
集
会
」
と
い
う
全
島
朝
会
を
行
っ
て
お
り
、
各
学
校
の
子

ど
も
た
ち
が
持
ち
回
り
で
担
当
（
進
行
役
）
と
な
り
、
十
島
村
に
関

す
る
ク
イ
ズ
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
で
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
小
・
中
学
校
の
連
合
交
流
学
習
、
中
学
校
の
連
合
職
場

体
験
学
習
な
ど
も
特
徴
的
な
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。

●
村
の
発
展
に
貢
献
す
る
子
ど
も
た
ち

　

山
海
留
学
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
本

年
で
二
六
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
時
代

の
流
れ
に
と
も
な
う
社
会
環
境
な
ど
の

変
化
に
よ
り
、
留
学
希
望
者
に
つ
い
て

も
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
。
島
の
自
然
や
、

の
び
の
び
と
し
た
風
土
の
中
で
教
育
を

受
け
た
い
と
の
思
い
だ
け
で
な
く
、
学

校
に
行
き
に
く
く
な
っ
た
子
ど
も
や
、

大
人
数
で
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
く

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
留
学
希
望
が
出

て
き
ま
し
た
。
留
学
に
対
す
る
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

口之島へ入港するフェリーとしま。奥に中之島を望む。

村連合による修学
旅行。船内でのラ
ンチタイム。
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離 島 留 学

海
留
学
は
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
み
郷
土
愛
を
育
て
る
と
と
も
に
、

十
島
村
全
体
の
発
展
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

●
山
海
留
学
の
継
続
に
向
け
て

　

現
在
、
里
親
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
々
の
高
齢
化
に
よ
り
、
里
親
の
担
い
手
が
減
少
し
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
海
留
学
の
希
望
の
問
い
合
わ
せ
は
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
村
と
し
て
は
、
山
海
留
学
を
希
望
し
て
く

だ
さ
る
方
々
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
村
内
小
・
中
学
校
の
存

続
の
た
め
に
も
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
先
の
確
保
を
重
要
な
課
題
の

一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
留
学
生
の
た
め
の
寄
宿
舎
の

整
備
も
進
め
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
平
た
い
ら

島じ
ま

で
は
管
理
人
さ
ん
の
も
と
新
し
い
形

で
の
山
海
留
学
が
始
ま
る
予
定
で
す
。

今
後
も
継
続
し
て
留
学
生
を
受
け
入
れ
、

学
校
・
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ゆ

く
ゆ
く
は
山
海
留
学
生
の
十
島
村
へ
の

定
住
に
も
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
と
願
っ

て
い
ま
す
。�

■

　

山
海
留
学
に
来
た
子

ど
も
た
ち
の
な
か
に
は
、

親
元
を
離
れ
里
親
さ
ん

の
も
と
で
留
学
を
経
験

す
る
こ
と
で
、
学
校
に

行
け
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
少
人
数
で
の
授
業

に
よ
り
学
力
の
向
上
が

図
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
山
海

留
学
を
通
し
て
た
く
ま

し
く
成
長
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
姿
は
、
留

学
前
の
面
談
時
と
は
、

ま
る
で
別
人
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

山
海
留
学
生
の
存
在
は
、
極
小
規
模
校
で
あ
る
島
の
小
・
中
学
校

の
子
ど
も
た
ち
の
精
神
的
成
長
や
、
住
民
と
の
交
流
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
地
域
行
事
へ
の
参
加
な

ど
、
ま
さ
に
活
気
の
あ
る
島
づ
く
り
の
一
員
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
山
海
留
学
を
終
え
島
を
離
れ
た
後
も
、
里
親
さ
ん
と
の
交

流
が
続
き
、
島
に
遊
び
に
来
て
く
れ
た
り
、
十
島
村
の
成
人
式
に
参

加
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
将
来
結
婚
し
て
子
ど
も
が
で
き

た
ら
、
十
島
村
に
留
学
さ
せ
た
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
な
ど
、
山

各島の運動会は住民をあげて行われる。写真は平島小・中学校。

有村孝一　（ありむら こういち）

十島村教育長。昭和50年鹿児島大学教育学部卒
業、同年鹿児島県公立小学校教諭に。その後、
タイ国バンコック日本人学校教諭、十島村教育
委員会派遣社会教育主事、国立阿蘇青年の家専
門職員、鹿児島市教育委員会指導主事、南さつ
ま市教育委員会生涯学習課長などを歴任し、平
成25年鹿児島市立紫原小学校長を定年退職。紫
原幼稚園長を経て同26年より現職。
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　小宝島は、鹿児島市の南西約300㎞の
東シナ海に浮かぶ周囲約4㎞の小島で
ある。校歌に「アダンの花咲く常夏の」
と歌われるように、常緑のガジュマルが
生い茂り、海岸には天

てんのうめ

梅が自生するな
ど、手つかずの美しい自然が残ってい
る。昭和5年に十島村立宝島尋常小学校
小宝島分教場として開校し、同54年に
在籍児童0名となり閉校した悲しい歴史
がある。しかし同63年、地域住民の願
いが叶い児童数2名で、十島村立宝島小
学校小宝島分校として9年ぶりに再開
校を果たした。平成28年児童・生徒増
のために分校が廃され、地域住民の積
年の願いであった小宝島小・中学校が
開校した。現在、総人口60名の島に、14
名の児童・生徒がおり、うち5名を山海
留学生が占める。
　今年度、小宝島で受け入れた山海留
学生は、愛知県出身の小6男児とその妹
で小4女児の2名である。昨年、十島村
の山海留学制度を知った保護者が「大
自然の中で、心豊かな体験をさせたい」
との思いで子どもに1日体験入学をさせ、
小宝島での生活が気に入ったため、本
年度から留学生となった。
　大きな学校では、先生1人に児童が40
人ほどだったが、小宝島では、先生1人
に対して1 ～ 3人。「大きな学校は友だ
ちもたくさんいて楽しかったけど、小宝
島は同級生が少ないぶん、先生がじっ
くり、分かるまでとことん教えてくれ
る」と男児は話す。
　先日の水泳学習は、サンゴ隆起でで
きた自然のプールにて行なった。潮の満
ち引きによって、自然のプールに海水と
一緒に黄色や青に彩られた熱帯魚も泳

ぎに来る。まるで水族館のような天然
プールに子どもたちの歓声がこだます
る。留学生の目が輝く瞬間である。
　これまで小4の在籍はなかったが、女
児の転入によって小3・4の複式学級と
なった。小3の児童は、女児1名だったの
で、これまでずっと先生と二人で学習を
進めてきた。「歳の近い友だちがほしい。
一緒に勉強したい」が彼女の願いであっ
た。留学生の転入によって、一つ上のお
姉さんができた。引っ込み思案の性格が、
前向きな性格へと変わり、まるで姉妹の
よう。登下校も一緒で笑顔が絶えない。
　胸の中には、9年間も子どものいな
かった島で、分校が廃され本校が設置さ
れたことに感慨深いものがある。里親さ
んは「留学生のお陰で、私たちも元気を
分けてもらっています」と語った。島の
方々も「子どもたちの声が島中に響いて、
賑やかになった」と話す。次年度、新1
年生の入学予定が1名、翌々年にも1名
の予定がある。学校教育、地域の活性化
のためには、山海留学生の確保は必然で
ある。今後も自治会長を中心とした山海
留学支援委員会を活性化させ、島をあげ
て留学制度の維持を図っていきたい。
（十島村立小宝島小・中学校　校長　田畑浩和）

◆島の学校からみた離島留学◆

母の日に、里親へカーネーションを
贈る小宝島小・中学校の子どもたち。




